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1. 「江戸ルネサンス事業」とは 

 2018 年は、江戸から東京へと時代が移り 150 年目。 
台東区は、2018 年を「江戸ルネサンス元年」と位置づけ、この節目を契機に、江戸

時代の優れた面を改めて認識し、街に色濃く残っている魅力ある江戸文化や地域資源を

発信する事業として「江戸ルネサンス事業」を展開している。 

 
2. 事業概要 

 多くの来街者を迎える 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けて、啓

発事業や情報発信（プロモーション事業等）、江戸関連イベント（冠事業）、連携事業（他

自治体／区内事業者）、企画展示などを順次実施し、全区的な気運醸成を図る。 
 今後、区主催事業はもとより、外郭団体や区内事業者の実施する事業等を含めて「江

戸たいとう」として、統一したシンボルマークを掲出し一体感を創出する。 
 2018 年度は、「江戸に学び、未来を拓く」をコンセプトに、「講演会シリーズ『江戸

から学ぶ』」を連続講座として開催するなど江戸をテーマとした事業を展開している。 
〔図 1 シンボルマーク〕 

 



3. 2018 年度事業一覧 

 



4. 考察及び所感 
 台東区は、江戸の下町であり江戸文化を今に伝える趣のある街だ。ところが、昨今、

東京への人口一極集中等により、台東区で生まれ育った区民の減少が著しい。 
 そこで、区民の郷土意識、帰属意識の醸成が喫緊の課題となっているようだ。 
 そうした中、2018 年は、明治改元から 150 年ということで節目の年となっているこ

とから、江戸ルネサンス元年と位置づけ、江戸の下町台東区に残る様々な江戸文化を内

外に発信することによって、交流人口を拡大し、2020 年オリンピック・パラリンピッ

ク東京大会を成功に導く一助にしようという取組であり、併せて区民の郷土意識と誇り

を一層深め、帰属意識を涵養しようというもので興味深い取組である。 

 
 講演会シリーズ「江戸から学ぶ」は、平成 30 年 5 月から始めて、平成 31 年 1 月 26
日には第 7 回としてロバートキャンベル氏（国文学研究資料館館長）を講師に、講演会

（テーマ：江戸との対話から見えてくるもの）と、トークセッション（テーマ：江戸を

未来に活かす台東区）を行う予定であり、興味深く豪華な内容となっている。 
 更に、江戸まちたいとう芸楽祭は、ビートたけし氏を名誉顧問に向かえ、夏と冬の年

二回開催している。内容は、子どもから大人まで気軽に楽しめる芸能や演劇のパフォー

マンス、映画の野外上映会など多彩なプログラムで、台東区の江戸から続く多彩な芸能

文化を多くの皆さんに肌で感じていただくことを目的としている。これも興味津々の台

東区ならではのイベントである。 

 
 今回は、話だけ伺って、残念ながら実際に事業を直接目にすることができなかった。 
 地元の文化を地元の皆さんに理解し共有していただくことは、コミュニティーの維持

という視点からも重要なことだ。 
大崎市においても同様の取組が求められる。それは、「地域まつり」と呼ばれるそれ

ぞれの地域に根付いている祭りや互市の様な「市」が、それぞれの地域の文化を引き継

いで来ているが、一部では昨今参加者の減少などで存続が危ぶまれる事態となっている。 
 台東区の例を参考に、行政が、市民や事業者と協働し文化を発信し、無関心の市民を

巻き込んで、コミュニティーの維持に繋ぐ取組を進めていかなくてはならないのではな

いかと考える。 

 
 今回得られた知見を基に、大崎市政に政策提言できるよう市民の声を聞くと共に、会

派内で更に議論を深めたい。 

 
 今回の会派視察にあたり、快く受け入れて頂いた台東区の皆さんに感謝すると共に、

準備等でお世話になった事務局職員の皆さんに謝意を示し報告とする。 


